






























(2)は銭起「帰腐j詩「濡湘何事等!羽田 水碧沙l珂両岸苔 二十五絃弾夜)j 不勝清怨
却飛来j の手IJ~寺である。































a 握!至天!掻注本、二十巻、 ]305年 七言絶句 (174首)・七言律詩 (111首)・
五言律詩 (201首)
b 袈季昌注本(天l~重注本を少し含む)、三巻、 五言律詩 (209首)・七言律詩 (1]首)・
1305年。抄物に「古本j という。 七言絶句 (174首)
c :t首注本(天隠 七言絶句(174首)・七言律詩 (111首)・

















or東福寺{，luJ月和尚三体詩抄j(以下 f出j月抄jと1各す): {，~J)'3信鋭(? -1535年)の抄。名古屋
蓬左文庫蔵駿河笹11譲本、三1m 、 1515年成立。ほとんど漢文の抄。湖月 I~I らの説及び万里集九­
itl披景詰ら1m人の所説を含む。[154苦}






















(3)厳子安無和 凡厳子安所和詩ー吾六十三篇也 三体絶句ー百七十四首 作者一百
六十七人 比内釈者八人 w擁j武集(匹i冊本H第四冊)
厳子安手1]は、 WI境嵐集(四冊本)j に160首記録しているが、「君山J詩の直前の「歩






























(7)厳子安患股詩和云耳冷心焦気血凝 H多昏自1音黒花生 不知誰是雲中手 諮我双1童
見日明 W~!~風集(四H号本)j 第二冊/[一患限 j 和)




子安J• i子安j・「子安勾j・「子安和J• i子安和韻J• i子韻jなどが記されている場合で
ある。例えば、次の例である。
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安の名が記されていないが、 rl涜J!ID，集(1m，市本)J (第一冊)、 rl境風集(六Hl本H (第二1m)
と『湖月抄J(上)において、いずれも和詩の前に「厳子安和云j と記されている。



























見子第二之序 大i据ij羽有厳子安手[1三林詩又有張楢和三鉢詩 Cit7)悉不和 問本
往々寓本 cr湖月抄j上。向上)
(13)梅翁云(略)大明朝厳子安和三件詩華清宮云 川前駐馬解郵程 l境浴温泉|援吏























































"-' (23) に示すように、和詩の仁j:Jの用語や事項について解釈するものもあり、 (24) に
示すように、「和ノ題Jについて解釈するものもある。
(20)天i思注戟季昌注云 嘉!凌 属IsI州鳳州、i季昌注云 属国川j認しチi'I(中|略)予抜}目立
子安手IJ詩注云 属!庄l)1 J武州路 a出J)j抄j中/1宿嘉陵騨j抄文)
(21)和云 叔夏初弾倍晋皇 i珂筋設白泣賢王 鷲!吟燕詑声懐t)J '~J 髪騒人波同行 注
云 苓声VII鴬 l吟~H~詰也 注!協進士河東李泰似通集注(一八八10/I贈弾事人j手1) 
(22)和云掛;ネ1長歌倣管煎西Jlil菊棉己辞初経来昨日帰心急恰是等部ヨ秋正{提出
云管?括管{rjl篇何也(一七位[.114/I送|患者JflJ) 
(23)厳子安和云 華鏡1LU子自裁名 月下i次笠戟鳳矧 飛過若耳目秋水上 京風々 倒影;出;
流星注真11侍云草;節京兆人家j哉書万巻委IU武帝1寺為東宮侍議後ト)古車
山号華陽子名其rjJ日華i場rjJ(1Zl.1ιi八6/I輩i場IjJJ手1)






























猫狂也 ヲリシモ 歎冬花ノ サイテアノレ特ニ逢買島也九淵歎冬花在厳




















































表3では、『幻雲抄jに現れる)1慎によって、 1. 2. 一・のように和詩に番号をつけた。
また、和詩本文は『幻雲抄jの記録によって示し、その他の三抄物において『幻雲抄J
と異文であると判断できる笛所があれば、その箇所に 線を引いた上で、その後の








1 .社常『華清宮j)1前駐馬解郵程 l涜浴温泉i援吏清 十八楼蓋無所j謹 白楊風j担作秋声(ブし六
15/九一23/九[CJl8、後の二箇所ではー匂目と二匂自のみ) 2. 醇能 f呉女I~J 図色傾城出玉名 遠
山j霞黛淡粧I間 清歌-1出1青雲山: 舞却J)]lR [~1百搬生 (-0五21) 3. 銭起 f帰踊j春屈し北去朔風間
飲i原江湖街浅{残}苔 南i珂;出向縮吃密徳山高処平版来 (-0九 8) 4. 張籍 f逢買島j寒
梅孤放ヨ中花 素質清香l快月斜 不与群芳争虫色麗 一枝i羽傍野人家(一一三 7) 5.村:牧 f江
南春j処々深紅開{([1快J)}浅紅棋j揺新緑烏i乎{([1時J)} 風昼楼十二軽i!~外人在繁華擢画ド
(一一七16) 6. 王昌齢『別李浦之京j相違相別各東西喜極悲生意向迷塞北江南天地問雁行
板後jro~ili;制作(一二九17) 7. 王維 f題濯底土林亭j松筒為侶([呂]〕石為鱗 水線幽亭地絶鹿
好鳥一声春夢醒 虫)j1吟天地一関人(一三二17) 8. 張継 f楓橋夜泊j夜泊楓橋五夜天 沖VJ平風静
未成i眠一声漁笛n畑散水満塁河月満松(一三回12/一三六17) 9.戴叔倫口増i投亮j霜落山穴
([空J)碧水流青々松柏i挽含秋古今亦有南楼月 近党無人到上頭〔近党無J(一四017) 10. r滞!
南部事J1翠臨天寒蒲槻}衰五湖処々着漁師孤舟此日東版去 正及等11.05秋美時 (-12_!:1I~10) (存し
ない} 11. 韓摺『送費山人』楢山遁世鹿皮公 帰去滋虚駕i境風東入麗器山下過 海風孤鶴月切j
9二1(一回六22) 12. 劉商 f送元史君自楚移越』千型装l惟振莫邪 春風東入越人家 金符1.在節維揚
道要看西出j十盟花(ー凹九日) 13. 李渉 f竹枝詞j灘消{南望翠雲低 日落君山鳥夜l時万里江
湖j名利客 愁随矧浪過蛮渓(一五二24) 14. 費常 f香山舘i掠子規JI1符得江南花諮r稀傷春行客毎
出衣不堪更!弘西面{([窓J}月 歌枕一声魂[瞬]夢飛(一五五18) 15.徐凝 f長慶春J雨潤
風和相1帯焔 1青楼鱗殻慶〔賀〕新年 日斜好鳥花開語[話] I換得遊人酔欲i坂~ (一五七5) 16.燕
陶 f城西訪友人131J笠j間出城西日米斜 函循遠訪i掻君家 渓橋流水青山外線屋桑麻幾樹花(一六
八20) 17. 杜牧 f賞池婚亭子j相1暗花濃厭楚翠 九華雲散画図1m {工声月色無窮意尽入詩人I!艮
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底米(一七一11) 18.許詩if送隠者j掛;十!lJ長歌{故管話回風間梓巳辞朝怪来i作E!帰心急恰是
尊炉秋正鏡(一七 12:.914) 19. r送宋底土帰UJ 紅塵久住[信]念版遅 背負焦[隻]桐跨竹枝 一
到故山猿鶴喜松陰石上了残碁(一七八10) 20. 秋思i幾行寒!一幕天秋憶昔蘇{!lj赤壁遊 万望
月明孤鶴涙[[1民J 水浮牛斗法船頭(一八021){存しない} 21. 李遠 f黄綾j弱i古!窃江j誇秋復
春 斑々緑竹粉痕新 花開野鳥声 11，詰Ill~ 疑是蛍初泣泊人(一八四 9) 2. 温虚偽irJ!普弾事人i叔
夏初弾'I';~t背皇 胡Jii設自泣賢王鴬n今燕詑声憧切 白髪騒人涙両行(一八八10) 23.唐彦謙向J;!ltiJ
処々桑撒樗棟才 天寒一例葉狗擢春光幾日無尋処喜見深林一樹村~(一九-19) 24. rilu江春望j
淡煤速水接残霞 草木青々自歳華 j衰苑荒1¥凌人到少 |塙林猶見鹿街花(一九五]0) 25. ド辛抱蒙問1¥
宮j 古城残礎坦mu税苑樹宮花依!とi春草銅翠 {[[l~;: Il ff~lfiJ基JJ} 歌舞尽寒烏i席後容もlîIJ (ヅL-七
22) 26. 呉副!r関郷ト居j昔年俸撒向慈I~幸 今日低品1~ 白首版 重苦茅籍栽!日実j 角liJ底下緑荷衣(二二
0-8) 27. j日Hmr尤渓道中1YllJ笠屑輿石径斜 一戸村:宇数戸税 陥林雨過行人語[話〕 満路香
風来初花(二O三23) 28. 厳品fí~ r丹!場送達参軍j離亭緑将1繋弧舟 iT水江花送容秋¥[し怯J} 一
片雲!机千里去 夕陽旗影j~ [遂]髄悠(二O五13) 29. 斡矧『寒食j江村雨過樹飛花 処々新矧
日又斜 人在他郷忠故i瀧 那堪i謁傍野人家(二一03) 30. 饗!辛『上陽宮j上i場宮!藷黍露骨々 千
古成境事若疑 例俣黄昏人静後 数声鳥鵠l操寒校(二一二17) 31.飽溶 f贈楊錬(iijij幾度乗牒駕
海雲 足冠霞倣鶴為紋此行路向蓬莱去{可庭尋幌[春J[声〕得三Jj君(二一五19) 32.難向付1
孫l開府懐龍山』自党前非棄此山 素持廉譲有無IHj 三年歴遍梁蒙路 錯認愛鳥居烏似l当i鵠(二一八
9) 3. r始日東竪禅僧j来El乗杯i乏詰iJt!?J 雲間飛錫到鳴{保 禅心随処現在痕跡、 )j満秋空!照流審(二
二一22) 34. 杜荷鶴 f旅懐j一世i南音宿雨1又 帰鴻[[服]〕務葉満iJJ愁 故人千里1!\~書至IJ 近日
相思捻白頭(二二二13) 35. 劉長期1r寄別朱拾遺j春風強直治洲客 天府論才得異能 一白排雲
祢i猷納 感無関夢到江陵(二二五19) 36.秦系 n¥主張道士山居j五色雲城{I]子家 巣雲松下落金
花石i盟問3過支芝老夜半東窓見1~!8霞(二二八13) 37. 張$irr寄李湖J春満雲林緑IW紅岳嗣風
迎遠I昔j銭 近来知有謝公履{[[履J} )JQ¥上鶏1¥鳥絶国峰(二三017) 38. 李1ir3~ r南五E春暁j袋笠
帰来急繋舟得f.~"， l能酒 11ïJ林丘落花討Wðlll~I埴流水蝶与遊蜂1'11封愁(二三三 5) 39. )吉彦謙『長渓
秋j芯』試把長鈎放〔故]碧流水寒魚去註{[[柾J}竿頭 黄芦!攻琴}!s新主主 鴎鷺1!t~?'f也白愁(二
三五6) 40. 飽溶 nr~宮j 野花芳草石梁斜〔野花草石梁斜〕
例恨!日Il寺鷲与燕 領将春色入誰家(二三七 1) 
上記の表3により、厳子安手日の本文における巽向がいくつか観察された。
まず、四抄物において、みな共通した本文をもち、異文が見られないという場合が多
く、1.2. 4. 6. 8. 10. 11. 12. 13. 16. 17. 18. 21. 22. 23. 24. 26. 29. 30. 32. 33. 35. 36. 38. 
の24首ある。これは、つまり 1m抄物を通して本文が一通りしか存在しないという場合












芳草石梁斜 摺IH等長堤鳥築沙jとあり、二通りの本文が存在する。この際、 rl境風集 (1[1，:1
I号本Hはその他と異なり、独自の本文をもっ。あわせて 7首あり、以下にまとめて示
す。
f幻雲抄.]: 5.25.37. f出J)j抄.]: 19.27. 
~I民)主はさ (1m間本)j : 40 n暁風I集(六冊本).]: 3. 
b. ニ通りの本文が存在しており、ニ抄物がその他の二抄物と違う
表 3-7.と20.の二首あるが、例えば、表3-20. I秋思J手1]の三匂自について、『幻
雲抄J と ~'Iß1U!JR集(六冊本)J では「孤鶴涙J とあるのに対して、その他の二抄物では「孤
鶴i民lとあり、二通りの本文が存在する。 7. についても向様である。
C. 三通りの本文が存在しており、二抄物がその他の二抄物のどちらとも違う場合
表 3-31. r矧楊錬I~fjjJ和の一首だけだが、四句iヨについて、 f幻雲抄jと rl興風集(六
























問本)j (160首)・『湖月抄j(154苔). !I境風集(六Hit本)j (116首)の12:9抄物を調査資
料にして、以下のようなことを述べた。①厳子安和の置かれる位置は抄物によって様々
だが、その抄物内部においては一定しており、 また、ほとんど I)厳叢子安手和1]云jや IJ厳最子子-































2 ~ζ節において、特に記さない場合、坪井(1977) と谷深 (1977) による。なお、劉 (2005乱)・劉 (2005b) ・
劉 (2009) に述べた内容と一部重複している。
3 村上(1978) は、元刊本として日本に信わったのは bとcの両系統で、 cより bはやや先であり、ま
た、!珂 flj本として日本 Jこ伝わったのは a 系統であるとしている (28ぺ~29ぺ)。なお、日本に現存す




4 坪チ!こ(1977)では r1主要なものjとして 8種を、また、谷深(1977)では f各図書館の蔵書目錦、賞
重警解1m等jによりは種を掲げており、重複を除itば、 18趨となる。
5 ほかに、少々異なるが、抄物によって「子安手u云Jcr幻雲抄jPMJ月抄，0・「子安云J(r湖)j抄.J)・ fJ.滋
子安手11ヨJ(fI鹿j品集 (IJ.1IHtt本J)・fJi枝子安手IJ之J• i厳手1云J• r!IQ子安手1此篇云J(以上『幻堂抄ρな
どがある。
6 吉lij掲査 (2012(45ぺ>)は、後掲(19) に示すれ滋子安不IJの李泰序の成立年が永楽十一年(141:3) 
である記録に注目して、[厳子安手IlJが李泰序のI誌に成立したはずで、「厳子安手1IJ成立年である「丁
凶年J(後掲(16))が永楽 I-Ii.年 (1417)でなく、元の元貞三年(1297)であると指摘した。また、




7 f張橋和三林詩jについては、 f幻雲抄jに 15;ミ措手IJ と冠する手1詩を30余首、また、ほかの三抄物に












では 1J.撤子安手1]勾然J(三七二22) とあり、 f湖月抄J(中)では「予按厳子安手1三件詩 此己亥詩無
和 不ま1遺亡乎不1佐官詔欠手1] 此詩亦欠之其必有意乎Jとある。
10 査 (2012(45ぺ))では、[永楽jを I1泳和jとしている。しかし、後掲(19) に[永楽jが二箇所あ
り、それと比較すれば、明らかに rl泳和jは誤読だとわかる。
11 抄中に i叙jと「序jの両方の表記が見られるが、同じものを指しているのだろう。なお、張顕は f千







13 1兵輿j詩、林希(1035-1101年)作。 f宋詩紀事j巻二 1-に f希字子中 号醒老福州人Jとあり、「呉
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!JilJ詩を記している。
14 表3について、ほかにいくつか説明事項がある。 a. アラビア数字の後に、当該絶句の作者名(表 3
-1 .社常)、詩!題(禁法官)、手IJ詩の本文 (JII持制語解郵程 l涜浴温泉i境吏清 ト八楼選無所J是 正i





できるかぎりそのまま写した。 一部をゑt すと、{)ïU えば、ヨ ('~n 、再公 CFJjD 、}一()能)などである。ただ、
そのまま再現できない場合、通行体に改めるが、一々能!rらない。{9IJえば、食・魂・党・舎などであ
る。 d. その他の三抄物において、 f幻雲抄j とm字上相違する;場合、つまり広義で言う具体守'と iE
字の1U、または、具体字同士の1lJにおける字形の相違が見られる場合については、小稿で、は特に問題
にしなし、。汐IJえば、表 3-3. I'LI句目に[阪Jcr幻21]j少J. [lg'f)孔集 (;';ilH本)1)と「帰Jm初月抄j.
[1如氏集 (!J日H日本)j)、35. 二句目に[才Jcr幻'A;抄Dと(材JCf玄J'Jt抄j以外)などの知である。亡
押入符・転倒j符・返り点については、再現できなかった。
15 表 3-9. と25. においてはいわゆる脱字の問題で、また、 40 においては、一旬目にあった「芳j
手:をIHJ違えてニ句目に入れたと見える場合である。これらは厳守;に典文とは月IJ日j題かもしれない。
16 例えば、表3-15. と27. において[詑jと「話jとを弁別できなかったり、 19. iこ見るように本米
[隻jであるべきところを If幻と誤写したりする可能性がある。
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